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別添４：標準測定分析法 
 
物質名：アクロレイン標準測定分析法 
 化学式：C3H4O 分子量：56.06 g/mL CAS No.：107-02-8 
許容濃度等： 
日本産業衛生学会：0.1 ppm（0.23 mg/m3） 
OSHA PEL (TWA)：0.25ppm（ST:0.8） 
ACGIH TLV (TWA)：0.1 ppm（0.25 mg/m3） 
ACGIH TLV (TSTEL)：0.3 ppm（0.75mg/m3） 
管理濃度：設定されていない 

物性等 
沸 点：53℃ 
融 点：-87℃ 
蒸気圧：29.3 kPa（20℃） 
性 状：流動液体、無色、特有臭、水に

206 g/L溶ける 
別名：acrylaldehyde, acrylic aldehyde, 2-propenal, prop-2-enal, prop-2-en-1-al 

サンプリング 分析 
サンプラー：0.03(w/w)％ TEMPO DNPH-Sillicaカート

リッジ（350 mg）（柴田科学社製、特注
品） 

サンプリング流量：0.2 L/min 
サンプリング時間：480分間（96 L） 

分析方法：高速液体クロマトグラフィー
（HPLC） 

脱着溶媒：アセトニトリル（リン酸：
1(v/v)％）5 mL 

分析機器：Agilent Technologies 
Compact LC 1120 

カラム：Inertsil ODS-3（3μm 
4.6×250mm） 
移動相：超純水：100％アセトニトリル

=35:65 1.0 mL/min 
注入量：10 μL 
カラム温度：40℃ 
測定波長：360 nm 
検量線：下記の範囲で直線性が得られて

いる。 
0.08～80 µg/mL 

分析時の保持時間 
アクロレインモノマー：8.5 min付近 

保存性 ：冷凍（-18℃）で少なくとも10日間までは変化
がないことを確認。 

    ：冷蔵（4℃）で少なくとも3日間までは変化が
ないことを確認。 

ブランク：検出せず 
精度 

脱着率： 
  添加量 0.022 µg 103.2％ 
  0.22 µg 97.0％ 
  2.19 µg 97.5％ 
  21.87 µg 94.1％ 
  43.74 µg 97.2％ 
回収率：(8時間) 
  添加量 0.022 µg 94.3％ 
  0.22 µg 82.2％ 
  2.19 µg 86.4％ 
  21.87 µg 88.0％ 
  43.74 µg 92.0％ 
定量下限（実測値） 5 ng/mL 
0.1 ppb （採気量：96 L、抽出液量：5 mL） 
5 ppb （採気量：1 L、抽出液量：5 mL） 
検出下限（実測値） 1.5 ng/mL 
0.03 ppb （採気量：96 L、抽出液量：5 mL） 
1.5 ppb （採気量：1 L、抽出液量：5 mL） 
適用：個人ばく露測定、作業環境測定 
妨害：なし 
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